
添付資料高浜発電所の原子炉設置変更許可申請の概要

高浜発電所１、２号機の常設直流電源設備設置の概要

（申請の概要）
重大事故等の対応に必要な設備に電気の供給を行う、特に高い信頼性を有する常設直流電源設
備（３系統目）を設置する。

常設直流電源設備(３系統目)は、本体施設の工事計画認可（高浜発電所１号機、2号機：2016年6月10日）から
５年間の経過措置期間(法定猶予期間)までに設置することが要求されている。

6.6kV 非常用高圧⺟線
非常用
発電機

440V ⾮常⽤低圧⺟線

① 安全系蓄電池
（1系統目）

整流器（交流を直流に変換）

② 可搬式直流電源設備
（2系統目）

安全系監視設備等
（１次冷却材圧⼒、加圧器⽔位等の監視計器等）

③ 常設直流電源設備
（3系統目）

外部電源

［ 鉛蓄電池 （容量：2200A・h ×２組/号機）］

【今回申請】
（特定重大事故等対処施設建屋）

電源⾞（２台/号機＋予備２台※（共用））
可搬式整流器（交流を直流に変換）

（１台/号機＋予備１台 （共用））
※ ：うち１台は電⼒⾃主配備

鉛蓄電池（容量：3000A･h ×１組/号機）
（設置期限）
高浜発電所１号機：2021年 6月9日
高浜発電所２号機：同上

高浜発電所３、４号機の送水車導入等の概要
（申請の概要）
高浜３、４号機において、重大事故等の対応時に原子炉容器等への海水注水に必要な準備作業
の安全性および効率性の向上を図るため、消防ポンプによる注水から、大飯３、４号機等で導入して
いる送水車による注水に変更する。
その他、高浜１、２号機用の送水車の燃料（軽油）を重油に変更し、重大事故等対処設備の燃料を
重油で統一するなどの変更を行う。

消防ポンプのケース

消防ポンプ用ホース
１ユニット、最大６ラインの送水用ホースを敷設・72台の消防ポンプを設置

可搬式代替低圧注水ポンプ
仮設組⽴式
水槽

復水タンク

使⽤済燃料ピット

取
水
源 蒸気発生器へ

消防ポンプ

原子炉容器等へ

消防ポンプ設置・送水用ホース敷設のイメージ

Ｐ
（対応必要人数：最大25名）

送⽔⾞のケース
１ユニット、１ラインの送水用ホースを敷設・１台のポンプ[送水⾞]を配備（最大6ライン→1ライン）

送⽔⽤ホース敷設・送⽔⾞配備のイメージ

（※ポンプ性能：吐出圧⼒ 1.0MPa 容量：210㎥/h）
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原子炉容器等へ （対応必要人数：7名）

⾼浜３、４号機への送⽔⾞導⼊
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（原子炉補助建屋）


